
立ち上がりトレーニングは、脳血管疾患者に対する
リハビリプログラムの中でも非常に重要
医療費増を抑制するために院内ケアから在宅ケア
に移行

自宅で立ち上がり練習できる器具を開発

個人レベルで容易に導入可能なように安価に実現

【システム構成】

各バランスＷｉｉボードの
荷重変化と重心移動量を利用【トレーニングステップ】

①立ち上がり動作

ステップ１ ステップ２

ステップ３

ステップ５ ステップ６ ステップ８

臀部下の重心がX=±３
の範囲を３秒間維持

臀部下のY軸の重心が－３
以下変化し，３秒間維持

臀部下の荷重が20kg以下を３秒間維持

足下の重心がX=±３
の範囲を３秒間維持

足下の重心がY軸方向に＋２
以上変化し，３秒間維持

臀部下のY軸の重心が－２以下変化し，３秒間維持

②腰掛動作
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【研究背景と目的】

バランスWiiボードによる立ち上がりトレーニングツール


